
臥雲辰致はその後も新たな織機、計算機、土地測量機なども発明し続

けます。孵化した蚕を育てる網を「蚕網」といいますが、その蚕網のた

めの織機を第３回内国勧業博覧会に出品したとき、熱心に観察していた

青年が「豊田佐吉」だったといわれています。臥雲辰致の蚕網織機がそ

の後の豊田佐吉の自動織機の発明につながり、現在のトヨタ自動車につ

ながっているのです。 

 

臥雲 辰致(がうん たっち)        堀金 小田多井 出身 

〈臥雲辰致が活躍した時代〉1842（天保13）年～1900（明治33）年   享年58歳 
江戸時代 明 治 
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臥雲辰致の功績① 

明治 10(1877)年、日本初の内国勧業博覧会で臥

雲辰致の紡績機が最高の鳳
ほ う

紋
も ん

賞牌を受け全国的に有

名になり、以前から木綿の産地であった愛知県三河

地方では、このガラ紡を導入。三河は、明治10年代

後半には日本最大の生産地となりました。後に大阪

や東京に大規模な西欧製の設備を持つ大工場が登場

しますが(明治20〈1887〉年)、ガラ紡は、洋式紡績が軌 

道に乗る前の紡績業を支える役割を果たしました。

ガラ紡はその後、洋式の大規模工場でできる綿屑
わ た く ず

に目を着け綿屑から綿糸を

作り、当時需要の多かった足袋底の需要に応えました。 

こうして、明治30(1897)年、綿製品の輸出額が輸入額を超えるまで、臥雲辰

致のガラ紡は、日本と欧米の技術のギャップを埋める役割を果たし、日

本の第一次産業革命の達成に貢献したのです。もし臥雲辰致による紡

績機の発明とその後の改良が無ければ、日本の紡績業は欧米企業に圧

倒され、現代の日本の姿は大きく変わっていたことでしょう。 

 

臥雲辰致の功績② 
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ガラ紡（臥雲式紡績機）の発明により、日本の産業革命に貢献  
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臥雲辰致が臥雲式紡績機（通称ガラ紡：綿から糸を作る機械）の発明に情熱を傾けた時代背景 
明治維新後の日本は、欧米列強の帝国主義に対して富国強兵、殖産興業の政策を打ち出します。しかし、工業

国として列強と肩を並べていくためには、軽工業（製糸や綿紡績）による第一次産業革命を経て重工業による第

二次産業革命へと工業の基礎を築いていかねばならず、日本にとって、綿紡績業は重要な産業でした。 

明治が始まっても、不平等条約によって関税自主権もない状態(1911 年まで)でした。維新後の明治元年から 10 年

間に輸入された物のうち36％が綿製品であり、国内で生産された綿製品は全体のわずか2.8％。西欧の高品質な綿

製品が無関税のまま大量に輸入され、国内綿業は壊滅寸前に追い込まれていました。 

臥雲辰致の紡績機（ガラ紡）は、こうした外国綿業の進出に対抗するための熱意よって生み出されたのです。 


